
専門研修「生活保護ケースワーカー」 

【第１回】 【 実 施 日 】 7月 3日（金）、7月 13日（月） 

【受講決定者数】 14名 

【受講生の声】 ・ペアワーク等を通してコミュニーケーションに関する心

構えを学ぶことができました。話す時の目線については

特に気をつけようと思いました。 

・ケースワーカー業務の意義や役割、風通しのよい職場環

境の重要性について学ぶことができました。本日お話し

いただいたことを意識しながら今後の業務に励んでいき

たいです。 

・寸劇を交えた講義で理解がより深まりました。その後の

質疑応答も普段聞くことのできない弁護士の立場からの

意見を聞くことができてとても参考になりました。 

・不当要求に対して有効な対応方法や、回避すべき言動を

学ぶことができました。 

【第２回】 

 

【 実 施 日 】 7月 3日（金）、7月 27日（月） 

【受講決定者数】  34名 

【受講生の声】 ・責任ある仕事だが、事務処理がたまってしまう現実に対

して、どうして業務量が多く事務処理が追いついていか

ないのかを理解することができました。 

・ケースワークは 1人で行うものでなく組織全体で行うこ

とが大事だと改めて理解しました。熱意を大切にしつつ

も自分の心も大切にして業務に取り組んでいきたいで

す。 

・寸劇を演じていただく講義はとても新鮮でした。解説も

ありとてもわかりやすかったです。怒鳴るケースへの対

応は萎縮してしまうし、正直怖いですが、今日学んだこ

とを課を守る、自分を守るお守りとして覚えておきたい

です。 

・業務の中で何度も対面する不当要求に対しての対処法を

学べました点が良かったです。個人的に録音に関しては

知識不足で録音して良いのか分かっていなかったので解

説していただけてとても参考になりました。 

 


